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取扱説明書 任事説明付さ 1 

センサーライト付屋外ワイヤレスカメラ 


アイエルダ'アリ： L - ケイ 

品番 VL-W811K 



♦工事は、お買い上げの販売店に依頼されることをお勧めします。 

•工事をされる方へ 

必ず、本機をドアホン親機に登録（増設）してか！5、設置工事を行ってください。 

V_ J 


このたびは、センサーライト付屋外ワイヤレスカメラをお買い上げいただき、まことにありびとうございました。 


保証書 
別添付 


■この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 特に r 安全上のごま意」 
(3 〜5、35、36ページ)は、ご使用前に必ずお読みいただき、安全にお使いください。 

お読みになったあとは、保証書と一緒に大切に保管し、必要なとさにお読み<ださい。 
■保証書は、「お買い上げ日•販売店名」などの記入を必ず確かめ、販売店からお受け取り 
ください。 

■本書では、センサーライト付屋外ワイヤレスカメラを「カメラ」と表記しています。 
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■本機を増設ずるテレビドアホンの取扱説明書とあわせてよくお読みください。 

VL - SW 1 00 ( M ) K / SW 1 0 S ( A ) K / SW 1 04 K / SV 1 04 K / SW 1 0己 K をご使用の場合、 
カメラの接続例は屋内用ワイヤレスカメラ ( VL - W 80 0) です。本機とは下記の機能などび 
異なりますので、ごを意ください。 

-人感(熱)センサー反応時の撮影間隔（腐^] 7〜20ページ） 

•「カメラ出力音」「露出補正」など、カメラの機能設定の一部（隐^ 23、24ページ） 


1 5 6 7 9 9 〇 

2 2 2 2 2 2 3 
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A 警告 f 


■分解-修理-改造しない 




乂災*感電の原因になります。 

分解禁止 

♦修理は販売店へご相談ください。 

■機器内部に金属物を入れたり、水 
をかけたり、め5したりしない 


0 


禁止 


乂災*感電の原因になります。 


♦めらした場合は、電源プラグを抜いて 
販売店へご相談 < ださい。 


■煙.異臭.異音が出たり、落下. 
破損したときは電源プラグを抜く 




そのまま使用すると、火災•感電の 
原因になります。 


電源プラグ 
を抜く 

♦使用を中止し、販売店へご相談<ださい。 

■電源コードや電源プラグを破損ずる 
ようなことはしない 

傷つけたり、加工したり、熱器具に近づけたり、 
無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、 
重い物を載せたり、束ねたりしない 


0 


禁止 


傷んだまま使用すると、感電‘ショート- 
火災の原因になります。 


•コードやプラグの修理は販売店にご相談<だ 
さい。 

■電源コードを引っ張ったり、ぶ5さがったりしない 

^ I 電源コードび抜けることによる感電や、カメラの落下によるけびの原因になります。 

禁止 


ま全上のごミ主意 


(?^、ずぉ守り<ださぃ 


お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただく 
ことを、次のように説明しています。 


■ 表示内容を無視して誤つた使い方をしたときに生じる 
危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。 


A 警告 


この表示の欄は、「死 t または重 
傷などを負う可能性び想定され 
る」内容です。 


A 注意 


この表示の欄は、「傷害を負ラ巧 
能性または物的損害のみび発生す 
る可能性び想定される」内容です。 


■お守りいただく内容の種類を、次の絵表 
示で区分し、説明していまず。 

(下記は絵表示の一例です。） 


A 

この絵表示は、気をつけていた 
ださたい「注意喚起」内容です。 

0 

このよラな絵表示は、しては 
いけない「禁止」内容です。 

〇 

このような絵表示は、必ず実行 
していただく「強制」内容です。 


安全上のご注意 
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ま全上の ごミ主意 OJf 、ずお守りください^ 


警告) 


■コンセントや配線器具の定格を超 
える使いかたや、 AC100 V W 外 
での使用はしない 



たこ足配線などで定格を超えると、発熱に 
よる乂災の原因になります。 


■ 電源プラグをめ5さない (電源プラグ 

は防水構造ではありません。） 


発火*感電の原因になります。 

水めれ禁止 

•めらした場合は、電源プラグに手を触れず、 
販売店にご相談 < ださい。 



■めれた手で、電源プラグの抜さ差し 
はしない 


■雷が鳴った5本体•電源プラグ • 
電源コードに触れない 



感電の原因になります。 


めれ手禁止 



感電の原因になります。 


接触禁止 


■自動ドア、乂災報知器などの自動 
制御機器の近< で設置や使用をし 
ない 


0 本機からの電波び自動制御機器に 
影響を及ぼすことびあり、誤動作 
による事故の原因になります。 

禁止 


■ 医用電気機器の近くでの設置や使用 
をしない 

(手術室、集中治療室、 CCU* など 
には持ち込まない） 

0 本機からの電波び医用電気機器に 
影響を及ぼすことびあり、誤動作 
による事故の原因になります。 

禁止 

* ccu とは、冠状動脈疾患監視病室の略称です。 


■電源プラグのほこりなどは定期のに 
とる 

プラグにほこりなどびたまると、 
湿気などで絶縁不良となり、乂災 
の原因になります。 


■電源プラグは根元まで確実に差し込 
む 

© 差し込みび不完全ですと感電や 

発熱による火災の原因になります。 



♦電源プラグを抜さ、乾いた巧で而いて<だ ♦傷んだ電源プラグ.ゆるんだコンセントは 

さい。 使用しないでください。 
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A 警告 f 


■ ホースなどで直接水をかけない 


0 


禁止 


■ /こ、臓ペースメーカーの装着部位か5 
cm 上離ず 


乂災*感電の原因になります。 


〇 


電波により、ぺースメーカーの 
作動に影響を与える場合びありま 
す。 


>ぬらした場合は、電源プラグを抜いて、 
販売店にご相談ください。 


■乂気を近づけない 



火気禁止 


火災の原因になることびあります。 


I LED ライト点な中、または消な後 
しば5くの間はライト周辺に注意 


A 


局温ミ王意 


ライト周辺 



周辺び高温になっていることびあり、やけどの 
原因になることびあります。 


■湿気や湯気•油煙-ほこりのをい場所 
では使用しない 


0 


禁止 


火災-感電の原因になることび 
あ0ます。 


I LED ライト点な時にライトを直視 
しない 


0 


禁止 


目を傷める原因になることび 
あ0ます。 


■スピーカーに耳を近づけて使用しない 

I 急に大さな音び出るので、聴覚障害を起こす原因になることびあります。 

禁止 


安全上のご注意 


5 





























使用上のお願い 


電波を使う機器か5離ず 

電波の干渉による悪影響を予防するため、次の機器から約3 mlU 上離してください。 
♦電子レンジ 

•無線 LAN 機器(ルーター • AV 機器-防犯機器など） 

•ワイヤレス AV 機器(テレビ-ステレオ.パソコンなど） 

その他、下記の機器わ影響び出る場合びあります。 


ゲーム機のワイヤレスコント □ーラー 
万引さ防止システム 
(書店や CD ショップなど） 

アマチュア無線局 

工場や倉庫などの物流管理システム 


ドアホン親機 


鉄道車両や緊急車両の識別システム 
マイク□波治療器 

デジタルコードレス電話機(ファクス） 
その他、 Bluetooth ® 対応機器や V に S 
(道路交通情報通信システム)など 



LED ライト- 


ランプ- 


-1 

感 ^^ 

轉猶; 


.、緩'© 




[©1 


カメラ 



人感(熱)センサー 


ドアホン親機とカメラの間は一 

♦間に何も障害物びない場合、カメラはドアホン親機から見通し約] 00 m 内の距離で使えます。 
• ドアホン親機との距離び離れていたり、次のような障害物などびあると、電波び弱くなり、通話び 
途切れたり、映像び乱れたり、映像の更新び遅くなったりして、使えないことびあります。 
(カメラのランプび赤点滅します。） 

• 金属製のドアや雨戸、防火ガラス 
• アル5は<入りの断熱材び入った壁 
•コンク U —卜、石、レンガやトタン製の壁 
• 壁を何枚もへだてたところ 
♦上記のよラな場合、別売の中継アンテナを 
設置すると改善でさることびあります。 

(口をドアホン親機の取扱説明書） 

( KX - FAN 1) 

•無線接続のため、突発的な電波障害などび発生すると、カメラの映像びドアホン親機に届かない 
ことびあります。 
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こんなところには設置しない(誤動作、変形、故障の原因） 

• 真正面から人物び近づいてくるよラな場所 

(狭い通路などで、人び真正面からおづいてくるよラな場所） 
-►9ページおよび、添付のちらし「本機を設置する前に 
必ずお読みください」をご覧ください。 



♦車の交通量び多い道路びある場所 

(約己 m じ(上離れていても、車にはセンサー反応します。） 
吟9ページおよび、添付のちらし「本機を設置する前に 
必ずお読みください」をご覧ください。 

•換気扇、エアコンの室外機、給湯器などの風や、 

車の排気ガスなどの影響を受ける場所 

(急激な温度変化により、誤検知しやすくなります。） 


防 





♦風などで動くような植木、洗濯物などがある場所 

(温度変化により、誤検知しやすくなります。） 



参直射日光びあたる場所や外なの真下など、周囲の温度び高<なる場所 
♦振動-衝撃や、反響の多い場所 
♦火気•熱器具や、磁石などの磁気のお< 

参前方にガラスなど、温度変化の検知を妨げたり、反射するような障害物びある場所 
♦油巧れびついたり、蒸気びかかる場所 
♦携帯電話など強い電波を発する製品のお< 

♦硫化水素、 IJ ン、アンモニア、炭素、酸、ほこり、有毒ガスなどの発生する場所 
• 海岸のお< や直接潮風びあたる場所、温泉地の硫黄環境 
(塩害などにより製品寿命び短くなることびあります。） 

•昼間でわ木陰などで影になったり、夜でわ外灯で明るくなるなど、明るさび変わりやすい場所 
•下記のよラに逆光になる場所(人の顔び暗く映り、識別しにくくなります。） 


7ンシヨンの 
階上など、 
背景に空の 
占める割合の 
大さい場所 



止面に、直射 
曰光び反射 
する白壁び 
ある場所 



白い壁 


直射曰光び 
あたなみつな、 
明るい場所 



使用上のお願い 
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使用上のお願い（つづき) 


•人感(熱)センサーの検知範囲とカメラの撮影範囲について(周囲温度： 20で時) 


垂直方向(カメラを横から見たとき） 

-約 2 m の高さで、約] 5°下向さに設置した場合のイメージ 



カメラ正面で約日 m の距離’ 約日 mlU 上先でわ 

くらいまで人物を検知 車などは検知する 


•上側、下側では、正面より 
短くなります。 


水平方向 

(カメラを上から見たとさ) 



センサー検知範囲約55° 


※カメラ正面で約日 m 
(カメラを高さ2 m に設置時） 

-左側、ち側では、正面より短く 
なります。 


人感(熱)センサー： 

•温度をわつわのから自然に放射される赤外線によって生じる温度変化を検知するセンサー。 
これにより、人や車、動物などの動さを検知でさます。 

♦センサーは横か5の動きによる温度変化を日しやず<、正面からの動きは^^日しにくくなります。 
カメラの前を人が横切るような場所に設置してください。（ちぺージ、および添付のち5し「本機を 
設置ずる前に必ずお読みください」もご覧ください。） 

♦センサーの検知範囲は、環境温度や対象の移動スピードなどの条件により大さく変化します。 
冬場のよラに温度び低いとさは、検知距離び己 m より長くなることびあります。 

r 人感(熱)センサーの検知節囲を調整ずる」（防54、55ページ)を確認して、設置場所を決めて 
<ださい。 

♦センサーは次の場合にも反応することびあります。 

•車、または犬などのル動物など 
-換気扇やエアコンの室外機からの風 
-風でカメラ周辺の温度び変化した場合 
-検知範囲内に入る雨や雪 

•次の場合は、検知範囲内でわセンサー反応しないことびあります。 

-夏場のよラに周囲の環境温度と人の表面温度の差び少ない場合 
-冬場など厚手の服を着ている場合 
-センサー部に雨、雪び付いた場合 


1おしらせ 


•人感(熱)センサーの水平ち向の検知範囲を調整することびでさます。 （ C ぞ日4、日日ページ) 


•人感(熱)センサーを使ラことによって生じた事故などの結果について、当社は一切の責任を負いません。 
常に高い信頼 I 年を求められる監視などの用途には、人感(熱)センサーを使わないことをお勧めします。 
人感(熱)センサーは常に高い信頼性を求められる用途には適していません。 
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人感(熱)センサーの検知節囲(周囲の温度が約20でのとき） 



•夏場など外気温び高いとさは、被写体(人の体温など）との温度差が小さくなり、 センサー検知 
しにくくなりまず。 逆に、夜間や冬場など外気温び低くなったときは、温度差が大きくなるため、 
センヴー検知しやす < なります。 


人感(熱)センサーの仕組み(横知しやずい向き、検知しにくい向き） 



カメラに向かってまつすぐ移動する場合など、 
検知帯を横切らない向さの移動は検知しにくい 
このよラな向さには設置しないでください。 


検知帯を横切る向さの移動は検知しやすい 
♦設置する際は、被写体びカメラの前を 
横切るような向さに設置してください。 


カメラ 


※熱を検知する帯で、人感(熱)センサーから複数本出ています。 

この検知帯域に熱源(人や車など)び出入りすると、温度変化び発生します。 

センサーはその温度変化を検知して動作します。 

上図の破線矢印 （■■■■►) のように、カメラに向かってまっすぐ移動すると、検知帯への出入り 
び少ないため検知しにくくなります。 


使用上のお願い 
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使用上のお願い（つづき) 


電波について 


•本機は、 2.4 〜2.4835 GHz の全帯域を使用する無線設備です 

移動体識別装置の帯域び回避不可能で、変調ち式は 「 FH - SS 方式」、与干渉距離は 2.4 FH 8 

8日 m です。本機には、それを示すち記のマークび貼付されています。 I I I1 □ 

• 本機の使用周波数に関わるご注意 

本機の使用周波数帯では、電子レンジなどの産業•科学•医療用機器のほか、工場の製造ラインな 
どで使用されている移動体識別用の構内無線局(免許を要する無線局)および特定ル電力無線局 
(免許を要しない無線局)ならびにアマチュア無線局(免許を要する無線局)び運用されています。 

1 . 本機を使用する前に、おくで移動体識別用の構内無線局および特定ル電力無線局ならびにアマチュ 
ア無線局び運用されていないことを確認してください。 

2. 万一、本機から移動体識別用の構内無線局に対して有害な電波干渉の事例び発生した場合には、 

本機の電源プラグを抜いて、お客様ご相談センター （ c を日7ページ）にご連絡いたださ、混信回 
避のための処置など(例えば、パーティションの設置など）についてご相談ください。 

3. その他、本機から移動体識別用の特定ル電力無線局あるいはアマチュア無線局に対して有害な電波 
干渉の事例び発生した場合など、何かお困りのことび起さたとさは、お客様ご相談センター ( 

57ページ)へお問い合わせください。 


〔 傍受について ) 

本機は、デジタル信号を利用した傍受されにくい商品ですび、ドアホン親機との通信は、電波を使う 
ため、第王者び故意に傍受するケースち考えられます。 

•傍受(ぼうじゅ）とは、無線連絡の内容を第兰者が別の受信機で故意または偶然に受信ずることでず。 


プライバシー • 肖像権について 


カメラの設置や利用については、ご利用になるお客様の責任で被写体のプライバシー、肖像権などを 
考慮のうえ、行ってください。 

《「プライバシーは、私生活をみだりに公開されないという法的保障ないし権利、もしくは自己に関す 
る情報をコント□ールする権利。また、肖像権は、みだりに他人から自らの容ぼラ•姿態を撮影さ 
れたり、公開されない権利」と一般的に言われています。 



その 



•分解-改造することは法律で禁じられています。 

(故障の際は、お買い上げの販売店に修理をご依頼ください。） 

♦本機は電源コード式です。電源コードをコンセントに差していないとさは、動作しません。 

容易に電源コードをコンセントから抜かれるよラな場所には設置しないことをお勧めします。 

• 高い場所のコンセントにつなぐ、または電源直結による設置 （ C ぞ49ページ)など 
•停電すると、本機は使えません。 

•スピーカーの音量は、カメラ設置場所周辺で騒音とみなされないように調整してください。 

(陪23、24ぺージ「カメラ出力音量」「カメラ受話音量」） 

•使用誤り、静電気、電波の干渉、使用中に電源び切れたとさなど記憶内容び変化•消失する場合び 
あります。（発生した損害について、当社び責任を負えない場合びあります。） 

•レンズカバーにキズや巧れをつけないで<ださい。 

(カメラのレンズカバーに巧れをつけたり、物をあてたり、強く押さえたりすると、されいに撮影で 
さなくなったり、変形や故障の原因になります。） 
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各田 5 のなまえとはた 6 を 


ランプ 

カメラの動作や 
電波の状態を表 
のしよ9 〇 
(防下記） 

7イク 

人感(熱)センサー 

温度変化を検知して反応 
します。（腹" 8ページ) 

センサー節囲調整 
丰ャップ(標準） 

(陪日4ぺージ） 

電源コード 



アンテナ 

• 上向さに立ててお使いください。 

• 前側には動さません。 

LED ライト 

ライトの点好のしかたは、裏面の LED ライ 
卜切替スイッチで切り替えることびでさま 
す。（隐 M 2ぺージ） 

レンズ カバー 


カメラレンズ 


明るさセンサー 

カメラび動作したとさ、カメラ周辺の明るさ 
を検知して LED ライトを点なさせます。 
(ライトを点灯させる明るさは固定です。） 


ランプ表示について 


ランプは、下記のようにカメラの動作や電波の状態を表示します。 


ランプ 

状態 

通 

信 

長 

緑点滅 

人感(熱)センヴーび反応し、カメラから呼び出し中です。 

緑点滅(遅） 

通信中です。 

|| 

gi 

け業 

時囊 

緑点灯 

強い この 輩^囲で 電波の状態を表しています。 

1 設置する •緑点!打になる場所への設置を 

オレンジ点灯 

赤点灯 

弱 ぃ— —* ぉ Ul めしまず。 

赤点滅 

電波び届かず、通信でさません。（圏外） 


I 誤 

I おしらせ 


•ランプ表示は、下のように設定変更でさます。24ページ「ランプ表示」） 
•常時(お買い上げ時の設定）：ランプを常に点灯させる 
•通信時： f ニターや通話時のみランプを点灯させる 
-消な：ランプを常に消好させる 




使用上のお願い/各部のなまえとはたらさ 








































各部のなまスとはた！ 3 を（つづき) 

■裏面 

/；= LED ライト切替スイッチ^ 

カメラび動作したとさのライトの点灯のし 
かたを選ぶことびでさます。 

(切り替えは、先端の細いわのを使って行つ 
て < ださい。） 


(麵) 


•入(常時） 


:カメラ周辺び薄暗いまたは 
暗いと点灯する（お買い上 
げ時はこの位置です。） 


切 


M ) 


•入(常時） 


な 


:カメラ周辺の明るさに関 
係な<動作時は常に点好 
する 


M) 


:カメラび動作してわ、点灯 
•入備時）しない 




み 


登録スイッチ- 

ドアホン親機に登録するときに 
押します。40ぺージ） 


外部入力端子- 

(防38ぺージ） 

検知前撮りスイッチ 

動く被写体を撮影しやすくするため、人感 
(熱)センサーび検知する直前の映像を]枚 
撮影するかしないかを選ぶことびでさます。 



スタンド 
取付 □ 


スピーカー 


カバー 


X カバー 
固定ねじ 


•入：撮影する 

•切 （お買い上げ時はこの位置です。） 


•入 

•切 


:撮影しない 


人感(熱)センサー感度切替スイッチ 

人感(熱)センサーの感度の切り替えを行います。 

.高：センサーの感度び低いとさに 
•ィ氏 感度を上げます。 


^ :センサーの感度び高すざて誤動作 

しやすいときに、感度を下げます。 

•低 


(お買い上げ時はこの位置です。） 


>ドアホン親機または子機で行ラ「人感 
センサー感度」設定 （ 24ページ）と 
組み合わせることによって4段階の 
センサー感度調整びでさます。 


> LED ライト切替スイッチや、検知前撮りスイッチ、人感(熱)センサー感度切替スイッチを 
変更するとさは、電源を切り、カメラをスタンドから外してください。 

電源び入っていると、人感(熱)センサーび反応して LED ライトび点打します。 
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カメラを使つてでまること 


L 室内か!5、カメラ周辺の様子を確認できます(カメラモニター ） J 

映像と音で確認でさ、必要に応じてカメラ側への呼びかけもでさます。4ページ） 



人感(熱)センサーが（カメラ側）音が鳴り、設定に応じて LED ライトが点、!打します 
検知すると… （室内では）呼出音が聞こえ、カメラ映像が表5"、されます 

呼び出しに応答するとカメラ側の音を聞くことびでを、必要に応じてカメラ側への呼びかけもでさます。 
(陪] 6ぺージ） 

•センサー検知時の映像びドアホン親機に自動で録画されるので、留守の場合でわあとから確認でさ 
ます。 ] 8〜20ぺージ） • 



動画ではありません。 
(詳しくは ] 7ぺージ） 


LED ライ 
点灯 



カメラの 
LED ライトー 



カメラの 
機能設定 


心 


♦お買い上げ時の設定では、センサー検知時やカメラモニター時にカメラ周巧び 
薄暗いまたは暗いと、点打します。 

_常時点打または消打させることわできます。左ページ 「 LED ライト切替スイッチ」） 

•ドアホンよりも多少劣ります。また、下記のよラな場合びあります。 

•静止画のため、動いている人びぶれる •色合いび、実際の色と異なる 

• 逆光のとさ、人の顔び暗くなる • 暗い場所では画質び低下する 

•堂光好を映すと、周りびかすんだようになる 
♦夜間は LED ライトび点灯しますび、カメラから2〜3 miU 上離れると、 
人物などの識別び難しくなります。 

• 画質について詳しくは （ 添付のちらし「本機を設置する前に必ずお読みください」） 

•下記のような場合など、必要に応じてカメラの機能設定を変更できます。 

(1^21 〜24ぺージ） 

•人感(熱)センサー検知時にカメラ側で鳴る音の種類を変えたい： 「カメラ出力音」 
または、音の大ささを変えたい(消したい）： 「カメラ出力音量」 

-人感(熱)センサーを反応させたくない、 

または、反応の時間間隔や自動録画の設定を変えたい： 「センサー種別」 
•室内にカメラからの着信をさせず、人感(熱)センサーと LED ライトのみを 
動作させることわできます。（腐^ 26ページ） 
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各部のなまえとはたらさ 


カメラを使ってでさること 










































カメラ周巧の様子を確認ずる (カメラモニター) 

ドアホン親機や子機で、下記の操作をしてください。 


^参下記の操作手順は、 VL - SW 130 K / SV 1 30 K / SW 150 K を例に説明しています。 

,その他のドアホン親機やテ機の場合は、それぞれの取扱説明書をご覧ください。 


•カメラモニター中に画面の明るさや受話音の大ささなどを変えることわでさます。 
詳しくは、お使いのドアホン親機やモ機の取扱説明書をご覧ください。 



カメ 51 

起 

五 

■ 通語^^ 

1 



様子を見る 

，を f 咳 ） r - 

1 1 

通話 

レ,) リ 

II 

% 

1 . 

17 


随副【終了】 


【▼】 【A】 
【決赶 

【モニター】 



【モニター】を押し、【▼】【▲に 
モニターしたいカメラを選ぶ 


ドアホン1 
_ドアホン2 

r カメラ1 

カメラ2 



【ミ夫定】を押す 

♦映像び映り、周囲の音び聞こえる 

(こちらの声はカメラ側には聞こえません。) 
♦カメラ側に話しかけるには 

【通罰を巧ず 



終わったら、 

【終了】を押す 



• VL - SW 1 04 K / SV 1 04 K / SW 1 05 K にカメラを3台上登録しているとき 

モ機 ( VL - W 600) でカメラと通話または f ニター中に、別のカメラび反応しても、室内への 
呼び出しびでさないことびあります。 

( 40ページ「カメラの登録台数と制限事項について」） 





























カメラモニター時の映像について 





下記の間隔で映像(静止画)び撮影され、ドアホン親機やテ機の画面上で次々に更新しなびら表示 
されます。 （動画ではありません。） 




•カメラの LED ライトは、センサー検知時などの威嚇用でず。 

カメラ側の設定により、左ぺージ手順2や16ぺージ手順1でライトび 
点灯 X ’しますび、照明用の光量はありません。 

《 f ニターや通話を終了すると、約30秒後に消灯します。 



•下記のような場合、人の顔が識別しにくくなりまず。 

•昼間など明るいときでも、カメラから約2 m じ(上離れたとき 
ただし、撮影時の被写体の場所（日陰*逆光*撮影角度など）によっては、 

2 mlU 内でわ映りび悪くなったり、人の顔び識別しにくくなります。 

• 夕ちや夜間など、周りび暗いとさ(画質び低下します） 

• 動いている人を撮影するとさ(画像びぶれるため、顔の識別び難しくなります) 
















































カメラか 6 の巧び出しに応答する 

人感(熱)センサーび反応すると、室内に呼出音と映像でお知らせします。 

ドアホン親機や子機で応答すると、カメラ側の音を聞くことびでさます。 


^♦下記の操作手順は、 VL-SW130K/SV1 30K/SW150K を例に説明しています。 

,その他のドアホン親機やテ機の場合は、それぞれの取扱説明書をご覧ください。 


•画面の明るさや受話音の大ささなどを変えることわでさます。 

詳しくは、お使いのドアホン親機やモ機の取扱説明書をご覧ください。 


f ^ 


! がラ1 

1 


1 

感 

貧 


樣モを見る 

, © (〇) 〇 W 

1 1 II 1 

通1話 終 

1 

了 


随副【終了】 


【モニター】 



センサーび反応すると 

呼出音び鳴り、 
カメラの映像び映る 



応答する（カメラ側の音を聞く）には 

【モニター】を押ず 

•こちらの声はカメラ側には聞こえません。 
♦カメラ側に話しかけるには 

【通詞を押ず 



終わったら、 

【終了】を巧す 



• ドアホン親機やテ機にカメラからの着信をさせず、人感(熱)センサーと LED ライトのみを 
動作させるような設定もでさます。 （ 26ページ） 

• VL-SW 1 04K/SV 1 04K/SW 1 05K にカメラを3台じ1上登録しているとき 

モ機 ( VL - W 600) でカメラと通話または f ニター中に、別のカメラび反応しても、室内への 
呼び出しびでさないことびあります。 

( D ^40 ページ「カメラの登録台数と制限事項について」） 


























下記の間隔で映像(静止画)び撮影され、ドアホン親機やテ機の画面上で次々に更新しなびら表示 
されます。（動画ではありません。） 

また、1〜4枚目の映像は、検知前撮りスイッチの設定 （ C を12ページ)によって異なりまず。 


■検知前撮りスイツチ「入」の場合(お買い上げ時の設定) 


この4枚は自動録画される 



の映像 約3秒おさの映像 

※カメラ周辺び暗いとさは、映像び暗くなります。 

(センサー反応前映像のため、カメラ周辺び暗くても LED ライトは点灯しません。） 

また、動さのある被写体などは、映像にぶれび生じることびあります。 

■横知前撮りスイッチ「切」の場合 


この4枚は自動録画される 



I 誤 

I おしらせ 


♦撮影間隔は、背景や被写体によってばらつくことびあります。 
















































































録画する 

カメラの映像は、ドアホンの映像と合わせて最大100件までドアホン親機に録画(保を) 
でさます。 

録画件数は、設定によりじ(下のように分けることもできます。 

• VL - SW 13 日 K / SV 130 K / SW ] 己 0 K の場合：ドアホン (60 件)、カメラ （40 件） 

•上記外の機種の場合：ドアホン (30 件)、カメラ （70 件） 

( C をお使いのドアホン親機の取扱説明書「録画件数振り分け」または「録画枚数振分」） 


(在宅)自動録画 


人感(熱)センサーび反応したとさに撮影された最初の4枚び、自動的に録画されます。 
(留守の場合も録画されるので、あとで確認でさます。） 


■横知前撮りスイッチ 
r 入」の場合 

(防] 2ぺージ） 



検知直後からの連写映像 
(約日.3秒おさ） 


※カメラ周 a び暗いとさは、映像び暗くなります。 

(センサー反応前の映像のため、カメラ周巧び暗くても LED ライトは 
点打しません。） 

また、動さのある被写体などは、映像にぶれび生じることびあります。 


■検知前撮りスイッチ 
「切」の場合 

(防] 2ぺージ） 



検知直後からの連写映像 
(約日.3秒おさ） 


検知直後から 
約6〜1□秒後 
の映像 



• ドアホン親機や子機で通話中やモニター中に、センサーび反応して呼び出しがあったとき 

通話中やモニター中の機器でカメラの呼び出しに応答しないと、自動録画されません。 
【モニター】 （または 【カメラ】） を押して応答すると、最初に表示される下記の4枚を録画します。 
-検知前撮りスイッチ「入」：センサー反応時の映像]〜4枚 （ C を上記） 

-検知前撮りスイッチ「切」：センサー反応時の映像]〜3枚 （ B を上記)と応答時の映像]枚 
• 自動録画しないように変更でさます。 （ 23ページ「センサー種別」） 

♦ r センサー種別」の設定で、 r (人感または外部入力）20秒自動録画 ON 」 にしているとき 
(隐^ 23ぺージ） 

カメラからの着信中に再度センサーび反応したとさは、約3秒おさの映像を4枚、再度、 
自動録画します。 

•録画中に別の機器から着信びあると、4枚録画でさないことびあります。 

(最低]枚は録画されます。） 

•手動でち録画でさます。 

操作は、お使いのドアホン親機やモ機の取扱説明書をご覧ください。 
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ドアホン視機 


I 「4画面」表示の場合(お買い上げ時の設定） 
録画した機器 (カメラ]〜 4) 

2枚目※^ 

4枚が^ 


1枚目※ 1 

カメ 1 ラ 1 

1 

1 

3枚目※ 2 

品 

@ 


録画番号 録画日時 

(1 〜100) 

☆未再生：未再生画像 
保護済：保護画像 


ir 1画面」表?の場合 

• VL-SW1 30K/SV130K/SW1 己 0K には、 
「1画面」表示はありません。 

1枚目※1 


©保護設定ずる L 


2枚が 


¢4枚で1セット J 


3枚が 


^設定する!_ 


4枚が 


©な^定ずる V 


-し]セットの中の 

何枚目かを表示 

►「カメラ表示数」の設定 （C をドアホン親機の 
取扱説明書）により、]画面に変更でさます。 


モ機 


録画した機器 (カメラ]〜 4) 

I 1枚目※1 


¢4枚で1 セット） 



白励 B ぶ || 

1 

r 

こ☆絹生 510/10 16:00 

P ホ争!巧 


2枚が 


B ぶ|| 


☆未再生：未再生画像 
保護済：保護画像 


5V- 




1セツトの中の何枚目かを表示- 


3枚目ミ 


B ぶ|| 




4枚目ミ 


B ぶ|| 


1枚目 ：検知直前の画像(カメラ周辺び暗いとさは画像び暗くなります。） 
2〜4枚目：検知直後からの連写画像(約 0.3 秒おさ） 


j おしらせ 


• 録画中に別の機器か5着信があり、4枚録画できなかったとき 

• 4画面表示のとさ：録画でさた画像のみび表示され、それ外は真っ黒になります。 

• 4枚で]セットのとさ：次の画像に切り替えたとさ「録画中断びありました次の画像を 

表示します」斤機 VL-W603 の場合）とメッセージ^’び表示され、次の画像を表示します。 
※メッセージは、お使いのドアホン親機、モ機により多少異なります。 19 


再生する r 再生画面について) 

本機で撮影してドアホン親機に自動録画された画像は、再生画面で下記のように表示されます。 
♦再生のしかたなど詳しくは、お使いのドアホン親機やテ機の取扱説明書をご覧ください。 

♦下記の再生画面は、 VL-SW130K/SV130K/SW] 己 0K を例に説明しています。その他の機器の 
場合、画面に表示されるマークなどび多少異なります。 


巧知前撮りスイッチ r ん1(原12ページ)で自動録画をれた画像 


録画する/再生する@生画面について^ 










































































再をずる を生画面について）（つづま) 


>巧知前撮りスイッチ r 切 J (岐12ページ)で自動録画をれた画像 •] 


ドアホン視機 

_ / 


■「4画面」表示の場合(お買い上げ時の設定) 


1枚目※1 

3枚目※2 


録画した機器 (カメラ]〜 4) 



2枚目※2 


4枚目※2 


録画番号 録画日時 

(1 〜100) 


☆未再生： 未再生画像 
保護済： 保護画像 


■「1画面」表?の場合 

• VL - SW 1 30 K / SV 130 K / SW 1 己 0 K には、 
「1画面」表示はありません。 


1枚目※1 ([4 枚で1セット》 



1セツトの中の 
何枚目かを表示 


•「カメラ表示数」の設定 （ C をドアホン親機の 
取扱説明書）により、]画面に変更でさます。 


モ機 


録画した機器 (カメラ]〜 4) 

I 1枚目※1 


【4枚で1セット） 



自 面！ B ぶ || 

2枚目※2 


1 

B ぶ || 

r 

化 

-☆賄生 510/10 16:00 

1 


☆未再生： 未再生画像 
保護済： 保護画像 




1セツトの中の何枚目かを表示- 


3枚が 


B ぶ|| 




4枚が 


B ぶ|| 



] 〜3枚目：検知直後からの連写画像(約 0.3 秒おさ) 
X ’ 2 4枚目 ：検知直後から約6秒〜] 0秒後の画像 



• 録画中に別の機器か5着信があり、4枚録画できなかったとき 

• 4画面表示のとさ：録画でさた画像のみび表示され、それ外は真っ黒になります。 

• 4枚で]セットのとさ：次の画像に切り替えたとさ「録画中断びありました次の画像を 
表示します」（子機 VL - W 603 の場合）とメッセージ^び表示され、次の画像を表示します。 
※メッセージは、お使いのドアホン親機、モ機により多少異なります。 
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カメラの機能を変える (機能設定-質表) 

使いかたに合わせて、カメラの機能（腐23、24ページ)を変更•設定でをます。 


VL - SW 1 30 K / SV 1 30 K / SW 1 已 0 K の場合 


♦設定中に着信びあったとさや、約90秒間操作を行わなかったとさは、設定び中断されます。 



ドアホン親機 



【終了】 


[▼] [A] 

【決赶 

【機能】 


Q 【機制を巧ず 



【▼】【▲】で I カメラ I を選び、 
【決定】を巧ず 



! 【▼】 【 A 】 で設定を変えたいカメラ 
の番号を選び、【決定】を巧ず 

8 【^】 【 A に変更したい機能を選び、 
快赶を巧ず 



【▼】 W で設定内容を選び、 
【決定】を巧ず 

•設定び完了すると、「ピー」と鳴る 



終わった5、 

【終了】を巧ず 


再 

生 

す 

る 

苦 

生 

画 


い 

因 




臣と 

見 

表 
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カメラの機能を変える（機能設定一質表）（つづき) 


VL-SW1 00 (M) K/SW102(A) K/SW104K/SV104K/SW1 日 5K の場合 


♦設定中に着信びあったとさや、約90秒間操作を行わなかったとさは、設定び中断されます。 

• VL - SWIOO ( M ) K をお使いの場合は、子機 ( VL - W 600) で設定してください。 

(子機 VL - W 602 を増設した場合は、 VL - W 602 でも設定できます。設定のしかたは、 VL - W 602 の 
取扱説明書をご覧 < ださい。） 


ドアホン親機 



駿定】 

[▼] [A] 
に】 


脚】 


テ機 (VL-W6 日 0) 



駿定】 



機能設定の画面が出るまで、 

【設定】を約3秒間巧す 

•下の画面は、ドアホン親機での 
表示です。 

* * 機能設定** 


願 


カメラ 

その他 



【▼】【▲】で I カメラ I を選び、 
[ D ] を巧ず 


0 【^】 【 A 】 で設定を変えたいカメラ 
の番号を選び、 【 D 】 を巧ず 

0 【^】 【 A に変更したい機能を選び、 
【 D 】 を巧ず 



【▼】 W で設定内容を選び、 
に】を巧ず 

♦設定び完了すると、「ピー」と鳴る 



終わった5、 

【切】を巧ず 



•カメラの機能について 

ドアホン親機やテ機の取扱説明書に記載の「カメラ機能」の内容は、屋内用ワイヤレスカメラ 
( VL - W 800) のもので、本機の機能と一部異なります。機能の違い （ 腐=ちぺージ)をよく 
お読みのラえ、正しくご使用ください。 
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■ 屋内用ワイヤレスカメラ ( VL - W 80 0) との機能の違い 

VL-W800 と VL-W81]K (本機)では、カメラの機能一覧表の中の下記機能び異なります。 
2つのカメラを併用する場合は、違いをよくお読みのうえ、正しくご使用ください。 


設定変更は、21、22ぺージの手順に従ってドアホン親機または子機 (VL-W600/W602) で行って 
ください。カメラび複数台あるとさは、それぞれのカメラに対して個別に設定でさます。 

のついている内容び、お買い上げ時の設定です。 


機能 


機能の概要と設定内容 


センサーび反応したとさに、カメラから出る音の種類を選ぶ 


カメラ出力音 


「曰 A I 、曰巨、曰 C 、 曰 D 

>VL-SW1 00 (M) K/SW] 02(A) K/SW] 04K/SV] 04K/SW] 0己 K の場合、 
音の種類を選ぶとさ、選んだ音を確認するには【►】を押す 


カメラ出力音量 


センサーび反応したとさに、カメラから出る音の大ささを選ぶ 
大、ル、切 


センサー種別 


センサー反応の種別(人感/外部入力 /OFF) と次のセンサー反応までの時間 
(60 秒/20秒/常時)、センサー反応時の自動録画の有無 (ON/OFF) を選ぶ 

、 人感/60秒自動録画 OFF、 

人感/20秒自動録画 ON、 人感/20秒自動録画 OFF、 

外部入力/60秒自動録画 ON、 外部入力/60秒自動録画 OFF、 

外部入力/20秒自動録画 ON、 外部入力/20秒自動録画 OFF、 

外部入力/常時自動録画 OFF、OFF (センサー反応しない） 

•外付けセンサー端テに機器を接続して使うとき（防38ぺージ)は、 

「外部入力」を選ぶ 

• 「自動録画 OFF」 を選ぶと、（在宅)自動録画ち留守録画^•わされません。 

《 VL-SW1 30K/SV] 30K/SW] 己 0K の場合の機能 


[^感/60秒自動録画 ON] 



VL - W 800 (屋内用） 

VL - W 811 K (屋外用：本機） 

カメラ出力音 

音目の出力音 
(ポポポポポポ…） 

音目の出力音 

(L 一 tIv 一 L 一づ、一 L ーポ- ) 

センサー種別 

外部入力端テに別売の機器を接続した 
とさは、設定値を「外部入力」に変更する 

外付けセンサー端テに別売の機器を 
接続したとさは、設定値を「外部入力」 

に変更する 

カメラ7イク 
感度 

お買い上げ時の設定：「中」 

お買い上げ時の設定：「大」 

露出補正 

設定した露出補正は、カメラ周辺の 

設定した露出補正は、カメラ周辺び 

明るさに関係なくはたらく 

暗いとさだけはたら< 

上下反乾表示 

設定すると、画像を反転でさる 

設定しても、機能しない(反転しない） 


カゾラの機能 


カメラの機能を変える(機能設定-覧表) 
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カメラの機能を変える（機能設定一質表）（つづき) 


カゾラの機能(つヴを) 


設定変更は、21、22ぺージの手順に従ってドアホン親機または子機 ( VL - W 600/ W 602) で行って 
ください。カメラび複数台あるとさは、それぞれのカメラに対して個別に設定でさます。 

I のついている内容び、お買い上げ時の設定です。 


機旨 g 

機能の概要と設定内容 

人感センサー 
感度 

人感(熱)センサーの感度を選ぶ 

1標準1、低 

♦正面ち向の検知距離は、「標準」で約日 m 、 「低」で約2 m になる(周囲温度：約2日む時） 
♦センサーび反応しすざるとさは「低」を選ぶ 

• 本機裏面の「人感(熱)センヴー感度切替スイッチ」との組み合わせで次の4通りの 
感度を選ぶことびでさます。 

す巧ア uit ピ面 Ewoy 飞一 9 U 口 J 四加た-こ U レ P ヴノ 

-詳細は己6ページ） 

人感(熱)センサー感度 


標準(お買い上げ時設定） 

低 

カメラ 

背面スイッチ 

局 

約6 m 

約3 m 

低(お買い上げ時設定） 

約己 m 

約2 m 

•設定び「標準」で背面スイッチび「高」のとき(約6 m ) は、撮影範囲より、センサー 
の検知範囲び幅広くなるため、 人物などび映らないことびあります。 

また、風などで誤検知びおさやすくなります。 

カメラ7イク 
感度 

f ニター中や通話中に、ドアホン親機または子機から聞こえるカメラ側の音の 
大ささを選ぶ 

历、中、ル、切 

• 「切」を選ぶとカメラからの音は聞こえない 

カメラ受話音量 

ドアホン親機またはテ機との通話時に、カメラから出る音声の大ささを選ぶ 
因中、ル 

ランプ表示 

カメラのランプを常に点好させるとさは「常時」、 f ニターや通話時のみ 
点好させるとさは「通信時」、消灯させておくとさは「消な」を選ぶ 

1常時1、通信時、消灯 

ズーム 

カメラからの映像を拡大するかしないかを選ぶ 

1標準1、拡大(約1.6倍） 

露出補正 

カメラ周辺び暗くなると設定した露出補正値に従って画質を調整します。ここでは、 
その露出補正の度合いを選びます。 

(映像が暗くなる）一3、一2、一1」0(標準）し+]、+2、+3(映像が日月るくなる） 
(被写体び映りにくくなる） （映像び白っぽくなったり、ぶれやすくなる） 

上下反輯表示 

本機では、この設定は機能しません。 

する、1しない1 

設定の初期化 

カメラ設定を、お買い上げ時の状態(初期値)に戻す 
はい、1いいえ1 


I y なこ ♦人感(熱)センサーの感度または、センサー反応時の「検知前撮り」設定や、 LED ライトの 
点灯のしかたを変えたいとさ 

-- 吟「人感(熱)センサー感度切替スイツチ」「検知前撮りスイツチ」 「 LED ライト切替スイツチ」 

24 で設定変更してください。 （ 隐= ] 2ページ） 










































I 


カメラの呼出音量は下記の操作でわ変更 
でさます。 


【機能】を押し、 【▼ JfA 】 で 


親機を選ぶ 


PS" 


カメラ 


【決定】を押し、 WW で 


呼出音量を選ぶ 


【決赶を押し、に 


カメラを選ぶ 


片 I 【決赶を押し、 WW で 
音量を選ぶ 

• 選んだ音量で呼出音び鳴る 
• 「切」は「ピピッピピッ」と鳴る 

【決定】を押ず 

•「ピー」と鳴り、手順3の画面を表示 

終わったら、 

【終了】を押ず 


機能設定 


カメラからの着信中(約30秒間）に 

【機能】を押し、 【▼】【 A 】 で 
口乎出音量の項目を選ぶ 


1明るさ 


1呼出音量 



【◄】【►】で音量を変更ずる 


1■呼出音量 


【 H 製ミ【ィ】贵真 


■カメラの呼出音量を 

「切」（鳴！5さない）にするには 

「ピピッピピッ」と鳴るまで 
【◄】を押し続ける 

今【►】を押すと解除 


終わったら、 

【機制を押ず 


ドアホン 

めメラ 

室内呼 



カメラか6の巧出音の大ををを変える 

カメラからの呼出音量を調整します。呼出音は「切」にすることちでさます。 

^♦下記の操作手順は、 VL - SW 130 K / SV 1 30 K / SW 150 K を例に説明していまず。 

,その他のドアホン親機やテ機の場合は、それぞれの取扱説明書をご覧ください。 , 


カメラ着信中に呼出音量を変える )C 待ち受け中に呼出音量を変える ) 


カメラの機能を変える(機能設定-覧表) 



カメラからの呼出音の大ささを変える 
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【決定】を押ず 

♦ r ピー」と鳴り、手順4の画面を表示 



【決定】を押し、 WW で 
MB なり]を選ぶ 


鳴り分け/親機/カメラ 


【決定】を押し、 WW で 


鳴り分けを選ぶ 


【決定】を押し、に鳴り分けを 
設定する室内機器を選ぶ 



(おしらせ 
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♦通話中、室内通話中、室内呼び出し中またはモニター中の着信には、鳴り分け設定び 
はたらさません。（上記の設定を「鳴らない」にしたカメラからも着信します。） 


ナ微 b 




終わったら、 

【終了】を押ず 


カメラか6の着信をしないよラにずる 

〔人感(熱)センサーと LED ライトのみ動作させる〕 


下記の設定で、ドアホン親機や子機ごとに、着信させ 
た < ないカメラを r 鳴らない」にして < ださい。 
•お買い上げ時の設定：すべて「鳴る」 

•「鳴らない」にしたカメラからは着信しなくなりますび、人感 
(熱)センサーと LED ライトは設定どおりに動作します。 
また、ドアホン親機には録画されます。 


\ 下記の操作手順は、 VL-SW130K/SV1 30K/ 
SW150K を例に説明していまず。 

その他のドアホン親機やテ機の場合は、それぞれの 
取扱説明書をご覧<ださい。 



【機能】を押し、 【▼ JfA 】 で 


その他を選ぶ 


片 I 【決定】を押し、 WW で 

着信させたくないカメラを選ぶ 


1/3ぺージ 


曰時 


り巧け 


A 接点出力 


親機 
テ機1 
テ機を_ 


親機 
カメラ 

その他 

登録/減設 


鳴り分け 


機能設定/その他 


機能設定 


る 

鳴 I 


の値 
r 施調 

























































終わったら、 

【終了】を押ず 


減設 


子機減設 

巧メラ減設 ~~ 

中継アンテナ減設 
ワイヤレスアダプター機能解除 


跌妇を押し、 【▼】【 A に減設ずる 

カメラ番号を選ぶ 

(例：カメラ2を減設） 



跌固を押し、 【▼ Ha 】 で 



〇 


【▼】 【A】 

【決定】 

【機能】 


【終了】 


【機能】を押し、 【▼ JtA 】 で 

障録/減設陌選ぶ 


【決定】を押ず 


跌赶を押し、 ww で 


カメラ減設を選ぶ 


カメラを使わなくなつたとを (減設) 

ドアホン親機で下記の操作を行い、使わなくなつたカメラの登録を解除してください。 


VL - SW 1 30 K / SV 1 30 K / SW 1 曰 0 K か!5減設ずる場台 





機能設定 


カメラを使わな<なつたとさ(減設) 


カメラからの着信をしないようにする 


設 

減 

ラ他/ 
機メの録 
親力そ登 


♦誤動作防止のため、減設したカメラの電源は切ってください。 
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カメラを巧ねなくなつたとを（減設）（つづき) 


VL-SW1 00 (M) K/SW102(A) K/SW104K/SV104K/SW105K か5減設する場合 


• VL-SW1 00K/SW1 00MK をお使いの場合は、子機 (VL-W600) で操作してください。 

(子機 VL-W602 を増設した場合は、 VL-W602 でも操作でさます。操作のしかたは VL-W602 の 
取扱説明書をご覧 < ださい。） 


ドアホン親機 


テ機 (VL-W600) 


111 


ロロ ロ 

を 


。 V 


C- 

C- 

〇 


@ 


【ボイスチェンジ】 
駿定】 

に】 

【▼】 W 

脚】 


【D】 

駿定】 



【ボイスチェンジ】 

【▼】 【A】 

脚】 



機能設定の画面が出るまで、 

【設定】を約3秒間押ず 

♦下の画面は、ドアホン親機 
での表示です。 

* * 機能設定** 




カメラ 

その他 



【ボイスチェンジ】を3回押ず 


* * 登録/減設 * * 


登録 


減設 



【▼】 【A】 でI減旣を選ぶ 

* * 登録/減設 * * 

登録 


gif 



に】を押し、 

【▼】 【A】 で減設ずるカメラを選ぶ 


* * カメラ減設* * 

カメラ] 


医]メラ2 


カメラ3 
カメラ4 


I に】を押す 

♦設定び完了すると、「ピーッ」と鳴る 



脚】を押す 



に】を押し、 

【▼】 【A】 で Iカメラ減罰 を選ぶ 

* * 減設 * * 

子機減設 


医)メラ減設 


中継アンテナ減設 


•誤動作防止のため、減設したカメラの電源は切ってください。 


































































お手入れするとさは、電源を切り、カメラをスタンドから外してください。 
〔電源び入っていると、人感(熱)センサーび反応して LED ライトび点灯します。] 

柔5かい巧で、か5ぶきずる 

参巧れびひどいとさは、柔らかい布に水を含ませ、固くしぼって而いてください。 


>アルコール類、みびき粉、粉せっけん、ベンジン、 
シンナー、ワックス、石油、熱湯は使わないで 


お手入れ 


關 

防訊加 


ください。また、殺虫剤、ガフスク IJ ーナー、 
ヘアスプレーなどをかけないでください。 

(変色、変質の原因になります。） 


仕様 


電源 

AC 100 V (己0 Hz / 60 Hz) 

消費電力 

待ち受け時：約].5 W 

動作時：約] 0 W (LED ライト点灯時） 

:約2 W (LED ライト消灯時） 

外お寸法（高さ X 幅 X 奥行） 
(アンテナ突起部除く） 

232 mm X 90 mm x 1 02.5 mm (スタンドなし時） 

232 mm X 90 mm x 230 mm (スタンド取付時） 

質量 

約] 040 g (本体のみ） 

取付方法 

付属の壁付けスタンドを使用 

使用環境条件 

周囲温度： 一]0む〜+己〇で 
湿度： 20〜90 % 

外観材質 

PC + A 目 S 樹脂、アルミニウム 

通信可能距離 

約100 m ( ドアホン親機との見通し距離） 

無線通信方式 

2.4 GHz 周波数ホツピング方式 

撮像素子 

]/4型 CCD センサー （30 万画素） 

出力画像 

JPEG 圧縮コマ送り画像 

最低被写体照度 

1ルクス X -1 

焦点 

固定 （2 m 〜〇〇) 

撮影節囲（撮像節囲） 

水平：約日0° 垂直：約37° 

センサー検知方式 

焦電型赤外線センサー 

センサー検知節囲 

水平：約日5° 垂直：約20° 距離：約己 m 
(周囲温度：約20む時） 

LED ライト ※吕 

白色 LED 6個 

防水性 

防雨構造 (JIS C 0920防水保護等級 3) x ’3 

取付角度調整 

水平：約±90° 垂直：約±45° 


《 ] 機能設定「露出補田を「+3」に設定したときで、被写体の有無び確認できるレベルです。 
《2正面己 m で約 7.5 ルクス、正面から左ち2ぴ/5 m で約 2.3 ルクス 
《3鉛直から60°の範囲の降雨によって、有害な影響を受けない程度の防水性能。 
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カメラを使わなくなつたとさ 


お手入れ/仕様 





























巧障かなとおつたとを 

修理を依頼される前に、下記の確認と処置を行ってください。 







確認と処置 


♦車の マフラー やボン ネッ トは温度び高いため、日 miU 上離れて 
いても反応します。 

-► 極力、車道の方向にカメラを向けないように設置場所を変更 
するか、角度を下げるなどして設置してください。 

また、「センサー範囲調整キャップ」を取り替えて、車道の 
方向を隠れるように調整してください。（腐^己4ページ） 


♦まつすぐ正面から近づいてくる人物は検知しにくくなります。 
■►正面ち向から人物び近づいてこないようにカメラの設置 
場所を変更するか、別売の外部人感センサーを使用する 
などして、極力、正面ち向から人物び移動してこないように 
してください。 


♦換気扇やエアコンの室外機、給湯器などから吹さ出る風や、 
風で動くような植木や洗濯物などびあると、人び通って 
いなくても反応することびあります。 

-► カメラの設置場所を変えてください。 

また、「センサー範囲調整キャップ」を取り替えて、検知 
させたくない場所び隠れるように調整してください。 
(降日4ぺージ） 


♦カメラを下記のような場所に設置すると、人感(熱)センサーび 
誤動作することびあります。 

• 直射日光のあたるところ 

•を暖房室外機のおくなど、温度変化の激しいところ 
•油巧れびついたり、蒸気びかかるところ 
-携帯電話など強い電波を発する製品のお< 

.外灯の真下など、周囲の温度び高くなるところ 
•検知範囲に洗濯物、カーテン、植木、車などの動くものび 
あるところ 

•検知範囲内に、交通量の多い道路びあるところ 
♦犬、猫など、ル動物に対しても反応することびあります。 
♦冬場など、気温び低いと検知距離(日 m ) び長<なり、 

検知しすざることびあります。 

「人感センサー感度」の設定び「標準」になっている場合は、「低」 
にすると検知感度び下びります。24ページ） 

• 人感(熱)センヴー検知範囲に雨や雪び入ると検知することび 
あ0ます。 

• ドアホン親機の「人感センサー感度」の設定を「標準」、カメラ 
裏面の人感(熱)センヴー感度切替スイツチを「高」にすると、 

風や撮影範囲外で反応しやすくなります。 

吟ドアホン親機またはカメラの感度設定を「低」にしてください。 
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確認と処置 


人感(熱)センサーが 
反応しない 

•お買い上げ時の設定では、センサー反応の間隔は約60秒です。 
呼び出しに応答した場合は、応答終了後の約60秒間は次の 
反応を行いません。（腐^ 23ページ） 

♦前ちにガラスなど温度変化の検知を妨げたり、反射するような 
障害物びあるところに設置すると反応しないことびあります。 
♦カメラ正面からの動さを検知するようになっていませんか？ 

今正面からの動きは検知しにくくなりますので、カメラを 
横切るように設置してください。 （C を9ページおよび、 
添付のちらし「本機を設置する前に必ずお読みください」） 

W • 気温び人の表面温度におくなっていませんか？ 

\ 吟夏場など、気温び高いと検知しにくくなります。 

' また冬場など、厚手の服を着ていると検知しにくくなります。 

「人感センサー感度」の設定び「低」になっている場合は、 
「標準」にすると検知感度び上びります。 （C を24ページ） 
♦人感(熱)センサーに雪び付くと検知しないことびあります。 

• 「センサー種別」の設定を「人感」外にしていませんか？ 

吟「人劇に設定してください。（陪23ぺージ） 

• ドアホン親機の「人感センサー感度」の設定び「低」でセンサー 
範囲調整キャップ「1」、に」、「3」を使用すると、検知できなく 
なることびあります。 

吟「人感センサー感度」の設定を「標準」にしてください。（陪24ぺージ） 

映像がはっさりしない 

• 焦点び合わない 

. 参カメラのレンズカバーび巧れていませんか？ 

> ^レンズカバーを柔らかい乾いた布で而いてください。 

" (防29ぺージ） 

映像び白っぽ<なる 

• ドアホン親機やテ機の明るさボタンで、適切な明るさに調整 
してください。 

♦夜間など、カメラ周辺び暗いとさの映像び白っぽいとさは、 
「露出補正」の設定をプラス側にしすぎています。 

-► ドアホン親機で「露出補正」の設定をマイナス側に調整して 
► ください。（陪24ぺージ） 

♦背景に白い壁などびあると、夜間に撮影した映像の最初の数枚び 
白っぽくなることびあります。 

• 人感(熱)センサー反応時：最初の3〜4枚目まで 
• カメラモニター時 ：最初の]枚目のみ 

-► 上記(降の映像は、自動で補正されます。 

人の顔などび暗く映って、 
見えにくい 

•カメラの周囲び暗いとさは、被写体び暗くなります。 

■►-ドアホン親機で r 露出補正」の設定をプラス側に調整して 
ください。24ぺージ） 

V それでわ暗いとさは、補助灯の設置をお勧めします。 

, -検知前撮りスイッチび「入」の場合に撮影された画像は、 

4枚中の]枚目だけび暗くなることびあります。 
♦カメラの設置場所に強い曰ざしび差し込んでいるとさや逆光のとさ、 
または黒いわのなどをモニターするとさは、被写体び暗くなります。 

映像び適切な明るさに 
な!5ない 

\ ♦カメラの設置場所の明るさび、急激に変化していませんか？ 

, -►約3秒ほどお待ちください。自動で補正されます。 


故障かなと思ったとさ 
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故障かなと思つたとを（つづき) 


確認と処置 


映像が乱れる 
または 

映像の更新び遅い 
(約5秒上かかる） 

•カメラびドアホン親機から離れすざている、またはドアホン 
親機との間にコンク U —卜壁などの障害物びありませんか？ 

-► ドアホン親機のおく、または障害物のない場所にカメラを 
移動してください。 

^ 移動できないときは、中継アンテナ调 j 売)を設置すると改善 

でさることびあります。 

♦近くで電子レンジや無線 LAN 機器などを使っていませんか？ 
-► カメラをドアホン親機に近づけてください。 

または、これらの機器から離してご使用ください。 

音声が途切れる 
または、 

ほとんど聞こえない 

♦カメラびドアホン親機から離れすざている、またはドアホン 
親機との間にコンク U —卜壁などの障害物びありませんか？ 

-► ドアホン親機のおく、または障害物のない場所にカメラを 
移動してください。 

> 移動できないときは、中継アンテナ访 ij 売)を設置すると改善 

' でさることびあります。 

•近くで電子レンジや無線 LAN 機器などを使っていませんか？ 
-► カメラをドアホン親機に近づけてください。 

または、これらの機器から離してご使用ください。 

に D ライトび点なしない 

• LED ライト切替スイッチを「切」にしていませんか？ 

-► 「入娘間)」または「入牌時)」にしてください。 

^ ] 2ぺージ） 

> •夜間、周囲び外好の光などで明るくありませんか？ 

吟 LED ライト切替スイッチび「入(夜間)」のときは、周囲び 
暗くならないと LED ライトび点灯しません。外なの 
光などび本機にあたらないようにしてください。 

人感(熱)センサーが 
反応しにくくなった 

•人感(熱)センサーの表面び巧れていませんか？ 

ク -► 表面を柔らかい乾いた巧でふいてください。 （ 29ページ） 

人がいるのに人物びまったく、 
またはほとんど映っていない 

•下記のような場合、ラまく撮影でさないことびあります。 

• センサーの検知範囲の境界付近にいる人などの動さ 
斧 •カメラの前をゆっくり、またはル走りで横切った人などの 

動さ 

• カメラの近く（約] m 付近)を左ちに横切った人などの動さ 

カメラに接続できない 

•カメラびドアホン親機から離れすざている、またはドアホン 
親機との間にコンク U —卜壁などの障害物びありませんか？ 

-► ドアホン親機のおく、または障害物のない場所にカメラを 
移動してください。 

k 移動できないときは、中継アンテナ访 Ij 売)を設置すると改善 

' でさることびあります。 

♦近くで電子レンジや無線 LAN 機器などを使っていませんか？ 
-► カメラをドアホン親機に近づけてください。 

または、これらの機器から離してご使用ください。 


32 










工事説明 


■工事は、お買い上げの P ぶ売店に依頼されることをお勧めしまず。 

■工事をされる方へ 

正しく、安全にご使用いただくための工事*設置方法について記載しています。 
よくお読みのうえ、工事の手順に従って正しく設置してください。 

•電源配線工事には、電気工事±の資格び必要です。 

♦工事終了後は、必ず本書をお客様にお渡し<ださい。 


工事の手順 


下記の項目をよ<読む 

•安全上のご注意（■原3〜5、35、36ページ） 

♦設置上のお願い （ E を37、38ページ） 

♦各部のなまえとはた!5き（腹 M 1、12ページ） 
♦添付のち5し r 本機を設置ずる前に必ずお読み 
<ださい」 


次のことを確認ずる 

♦設置場所の電波状態 （ B を37ページ） 

参本体裏面カバー内の 

-各種スイツチの設定 （ 12ぺージ） 
. 外部入力端子の仕様 （ I 嫁38ページ） 



必ず、設置の前に行ってください。 


カメラを設置ずる 

(岐41〜53ページ） 


人感(熱)センサーが正しく動作するか確認する 

正しく動作しなし、ときは （ 陪30〜32、54〜56ページ） 


故障かなと思つたとさ 


H 事の手順 
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付属品 • 添付品の確認 

万一、不備な点びございましたら、お買い上げの販売店へお申し付けください。 


□壁掛けスタンド . 1個 


スタンド 
固定ねじ 
付さ 



※スタンドの前面に 
あ0ます。 



□ 予備電源ケーブル . 1本 

• AC100 V電源線を直結するとさに 
使用します。 （c^43、 49ぺージ） 

□落下防止ワイヤー . 1本 

-電源プラグ接続で使用する場合は、 
必ず取り付けてください。 

(陪46、49ぺージ） 



□ ワイヤー本体側固定ねじ…1本 

(3 mm X 8 mm ) 

□ ワイヤー壁側固定ねじ 1本 

(4 mm X 20 mm) 

□ ワイヤー壁側固定ワッシャー… 1 個 

み 

因取扱説明書(本書) . 1冊 

□ カメラ作動中ラベル . 1枚 

. カメラ本体の前面には貼ら 
ないで < ださい。 


□スタンド取付用ねじ . 4本 

(3.5 mm x 25 mm ) 


□丸端子(大•ル） . 各 2 個 

-電源線を直結するとさに使用 
します。 （ C を43ぺージ） 

(大） （小） 

□六角レンチ . 1本 

-カメラをスタンドに固定するときに 
使用します。 （ c ^47、 48、己 S 、 
己3ぺージ） 






□ センサー節囲調整夺ヤップ… . 1式 

-人感(熱)センサーの検知範囲を 
調整する場合に使用します。 
(陪己4、己己ぺージ） 



へらおよび使用しなかった丰ャップは、 
再度、調整するとさのために大切に 
保管してください。 



□ 増設番号シール . 1枚 

□ 保証書 . 1式 
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ま全上のごミ主意 


(?^、ずぉ守り<ださぃ 


お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただく 
ことを、次のように説明しています。 

■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる ■お守りいただく内容の種類を、次の絵表 

危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。示で区分し、説明していまず。 


A 警告 


この表示の欄は、「死 t または重 
傷などを負ラ可能性び想定され 
る」内容です。 


爪注意 


この表术の欄は、「傷害を負つ巧 
能性または物的損害のみび発生す 
る可能性び想定される」内容です。 


0 

この絵表示は、してはいけない 
「禁止」内容です。 

〇 

この絵表示は、必ず実行して 
いただく「強制」内容です。 


A 警化 


■ 設置•配線工事の際の壁への穴あけや、 
電源コードを固定ずる際は、屋内配線- 
屋内配管を傷つけない 


0 


禁止 



漏電-感電*火災などの原因になります。 


I 壁への取り付けは堅固-確実に巧う 


〇 


取り付けび不完全だと、落下により、 
けびの原因になります。 


■スタンドは ro 止」の表示が上側に 
なるように取り付ける 


〇 

〇 


上記外の向さで取り付けると、内部に雨水 
などび入り、火災•感電の原因になります。 


} 


口 


I 不安定な場所、振動のをい場所、 
強度の弱い壁には取り付けない 

'石こうボード ‘ALC (軽量気泡コンクリート） 
コンクリートブ□ック-厚さ2.已 cm じ(下の 
ベニヤ板など 




禁止 


落下により、けびの原因になります。 


IAC 100 V の電源直結工事は 
資格を持つちが巧う 


〇 


感電の原因になります。 


♦電源配線工事には電気工事±の資格び 
必要です。販売店へご相談 < ださい。 

■ カメラは人感(熱)センサーが下側に 
なるように取り付ける 


〇 



上記外の向さで取り付けると、内部に雨水 
などび入り、火災•感電の原因になります。 


付属品.添付品の確認 


安全上のご注意 
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ま全上の ごミ主意 OJf 、ずお守りください^ 


警告) 


■電源 (AC100 V)を入れたまま 
配線工事をしない 

Pv 1感電の原因になりまず。 

禁止 

■ 雷のときは配線工事をしない 

r\ 1火災-感電の原因になりまず。 
禁止 


■指定 m がの端子に電源 (AC1 00 V) 
を接続しない 

0 シヨートして火災*感電の原因に 
なります。 

禁止 

■ 指定 1U がの機器は接続しない 

r\ 1火災•感電の原因になりまず。 

禁止 


■電源コードを窓やドアなどに 
はさみ込まない 


0 電源コードに傷びつくと、 

ショートによる火災-感電の 
原因になります。 

禁止 


■タイル面など、取付面に凹凸がある 
場合は、ずきまを埋める 


スタンド外周部のゴムパッキンと取付面の 
すさまに、防水シール剤などを塗る 



防水 シール 剤 


ゴムパッキン 


防水び不完全な場合、火災-感電の原因に 
なります。 


注意 


■屋外配線する場台は、雷サージ保護の 
ため、避雷器を取り付けるか、保護管 
を使用して埋設配線する 

M の原圆こなることびあります。 


■ ±中埋設配線する場台は、±中での 
接続はしない 

0 絶縁劣化により、感電の原因になる 
ことびあります。 

禁止 


■ ±中埋設配線する場台、電源コードや配線材などは、電線管などを使用して防水 
処理をする 


〇 感電の原因になることびあります。 

3巨 































離囲るで 


♦電波び弱い場所では、室内と通信でさなかつ 
たり、音の途切れや映像の乱れで使えないこ 
とびあります。 

•上記の場合、中継アンテナで改善でさること 
びありますび、設置は全体で2台までです。 
(陪40ぺージ） 


子機を設置場所まで持って行き、アンテナマークを確認する 


T\\ 


設置上のお願い 


設置ずるとを 


電波び届く場所であることを確認 （C を下記)のうえ、軒下など直射日光や 
風雨び直接あたりにくい場所に設置してください。 

また、設置の際は、次の点にご注意<ださい。 

•使用上のお願い （ 腹^ 6〜 ] 0ページ)を確認してください。 

♦天井には、取り付けないでください。 

•カメラの前を人び横切るような場所に設置してください。 

〔人感(熱)センサーは横からの動さによる温度変化を検知しやすく、正面 
からの動さは検知しにくくなります。詳しくは、9ページおよび、添付の 
ち！5し r 本機を設置する前に必ずお読みください」をご覧ください。] 


D 



カメラを上から 
見たとさ 



人感(熱)センサー 


•カメラの向さは、人感(熱)センサーび必ず下側になるように取り付けてください。 

(画像び逆になります。） 

•隣家と近接した場所に設置するとさは、 LED ライトの光や音び隣の家に迷惑をかけないように 
カメラ角度を調整してください。 （E^47、 48、己2、己3ページ） 

設置場所の電波状態を確認する- 


テ機を使って、カメラの設置場所にドアホン親機からの電波び安定して届くかを確認してください。 





^_ 

工事ずるとを 

_ 


•電源について：必ず遮断装置を介した次のいずれかのち法で接続して<ださい。 

(1) 電源コンセントの近くに設置し、遮断装置(電源プラグ)に容易に手び届くこと。 

(2) 3.0 mm 上の接点距離を有する分電盤のブレーカーに接続する。 

ブレーカーは保護アース導体を除く主電源のすべての極び遮断でさるものを使用すること。 
•本機は電気設備技術基準による施工を行ってください。 

• 使用する埋込みボックスに、堅牢な隔壁(電源線とその他の信号配線材の間）を設ける。 

-金属ボックスを使用する場合は D 種接地を行う。 

• 配線材は AC600 VIU 上の絶縁電線を使用する。 

♦屋外設置で電源プラグを使用するとさは、本機のおくに屋外用の電源コンセントや電源ボックスを 
設置してください。（電源プラグは防水対応ではありません。） 

※電源コンセントや電源ボックスの設置については、配線工事業者へご相談ください。 

♦空中配線はしないでください。（カメラび雷などの影響を受けることびあります。） 



、 、 
齡 I 亂 



ててて T 


安全上のご注意 


設置上のお願5 
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設置上のお願い（つづま) 


か部入力端子について 


LED ライトスイッチ端テと外付けセンサー端テびあります。必要に応じてご使用ください。 
•各端テへの接続は、電源を切り、カメラをスタンドから外した状態で行ってください。 



外部入力端子 


(裏面) 


カバー 


カバー 
固定ねじ 




外付けセンサー端子 


. —— l _ led ライトスイッチ端子 . —— S 

本機の LED ライトを手動で入/切でさる 
スイッチを使ラとさに使用します。 

♦下記「外部入力端テの仕様」「線種と配線 
距離」の記載に合つた機器を接続してくだ 
さし、 


外部入力端子の仕様 I 


本機の人感(熱)センサーを使わず、下記の 
よラな外付けの人感センサーを使ラとさに 
使用します。 


外部人感センサー（推奨品：動作確認済み) 


竹中エンジニア U ング品番： MS-100A 
(株)製 （AC100V 配線び必剪 


•設置は、推奨品に付属の説明書に従い、 
確実に行ってください。 

♦設置位置の参考例は、添付のちらし「本機 
を設置する前に必ずお読み<ださい」を 
ご覧ください。 

•この端テに機器を接続したとさは、カメラ 
機能の「センヴー種別」の設定を「外部入力」 
に変更してください。23ページ） 

本機の人感(熱)センサーは、はたらかなく 
なります。 


「LED ライトスイッチ端テ」…開放時電圧 

短絡時電流 


約]3 V 

約 ]] mA (短絡時ライトび点な) 


「外付けセンサー端テ」 


••開放時電圧：約4 V 

短絡時電流：約4 mA (短絡/開放連続 0. 1秒上で検知) 


線種と配線距離)下表の線種•配線距離外で使用されると、動作不良の原因になります。 


配線区間 

線種 

配線距離 

LED ライトスイッチ端テ 
〜接続機器 

単芯線 ( mm ) : 0 0.6 日〜0 0.8 

100 m 内 

外付けセンサー端テ 
〜接続機器 

単お線 ( mm ) :り0.6日〜0 0.8 

接続する機器の仕様に従ラ 
(ただし、 20 m じ(内） 
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増設するカメラをドアホン親機に近づけ、ドアホン親機の操作に続けて、約2分内に操作してください。 


■ VL - SW 1 30 K / SV 1 30 K / SW 1 已 0 K の 場合 


ドアホン親機で登録の準備をずる 

〇【ボイスチェンジ】を3回巧ず 


〇【機制を巧す 
©[▼]【A】 で 


を選ぶ 


©【決定】对甲し、【▼】【▲に 


登録を選ぶ 


〇【決定】を巧し、 【▼】【A】 で 


カメラを選ぶ 


©【決定】を押し、【▼】 【A】 で 
増設ずるカメラ番号を選ぶ 

©【決定】を巧ず 

【2分内で次ぺージの手順2へ】 


■ VL-SW102(A) K/SW104K/SV104K/SW1 0 已 K の場合 


〇機能設定の画面が出るまで、 

【設定】を約3秒間押ず 


©[▼]【A】 で虐親を選ぶ 
〇に】を押し、 


【▼】 【A】 で子機/カメラを選ぶ 


©に】を押ず 

[2 分内で次ぺージの手順2へ】 


■ VL - SWIOO ( M ) K の場合 


〇待ち受け中に、 【切】を押したまま、 
随副を約5秒間巧ず 

♦登録ランプび点滅する 

[2 分於内で次ぺージの手順2へ】 


:* 機能設定*: 


カメラ 

その他 


(次ページにつづく） 
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登録/減設 




カメラをドアホン巧機に登録ずる(増設) 


下記の操作でドアホン親機に登録(増設）したあと、カメラを設置してください。 

参登録したカメラの使用をやめるときは、減設操作 （C を27、28ぺージ)を行ってください。 


■増設操作を始める前に、カメラ裏面の 
カバーを 外してください。 

参前面のレンズカバーを傷つけないよう、 
柔らかい巧などを下に敷いてから行って 
ください。 



テ機/カメラ 


機能設定 


登録 


設置上のお願い/カメラをドアホン親機に登録する(増設) 


機バ i 

親力そ 











































カメラをドアホン親機に營録ずる惟誠（つづき) 


増設ずるカメラで登録の操作をする 



電源を入れた状態で、先端の細いものを使って、 

登録スイッチを約3秒間押ず 

•カメラのランプび緑点滅する 

• 登録び完了すると「ピー」と鳴り、 

ランプび点打に変わる 

• 登録に失敗すると「ピッピッピッ」と鳴り、 
ランプび赤点滅する 

■►手順]からやり直す 



終わった5、 

カバーを取り付ける 

参カバーのツメを先に入れて、カバー 
ねじ （2 本)で固定する 



付属の増設番号シールを貼る 


• VL - SW 130 K / SV 130 K / SW 150 K の場合 

吟登録したカメラの番号シールを貼る 

•上記必外の機種の場合 

■►増設した順に番号シールを貼る 



ドアホン親機の 【終了】または 
脚】を押ず 

• VL - SW 100( M ) K の場合、この手順は 
不要です。 




•登録完了後は、正しく登録できているか 
カメラモニターしてみてください。 
(陪] 4ぺージ） 

•登録完了後に LED ライトび点灯する 
ことびあります。 LED ライトを直視 
しないでください。 


〔カメラの登録台数と制限事項について) 

] 台のドアホン親機に登録でさるカメラは、 4台まで 

(カメラ 「 VL - W 800」「 VL - W 810 K 」 使用時は、合わせて4台まで） 

その他に下記の制限びあります。よくお読みのうえ、増設してください。 


■ 利用できる中継アンテナ ( KX - FAN 1 ) は、全体で2台まで 

中継アンテナを利用する場合、カメラ]台につさ]台必要ですび、すでにテ機や他のカメラで中継 
アンテナを2台利用している場合、それ1：!上設置できません。カメラの設置場所を決める際は、必ず 

電波状態を確認して （ 37ページ)、電波が安定して届く場所に設置してください。 

■ VL - SW 1 04 K / SV 1 04 K / SW 1 0己 K に、カメラを3台必上登録する場合 

テ機 ( VL - W 600) でカメラと通話または f 二夕一中に、別のカメラび反応しても、室内への呼び出し 
びでさないことびあ0ます。 


40 











































カメラを設置ずる 

1スタンドカバーを外ず 



P スタンドを壁面に確実に取り付ける 


天井から20日 mm じ(上離す 

カメラび天井に当たり r 
取り付けでさません。 


44 . 5 mm 

スタンド 


105 mm 


スタンド取付用ねじ 
(4 本： 3.5 mm X 25 mm 
付属品）で取り付ける 
•壁への取り付け例 
(陪42ページ） 



垂直で平5な壁 


A 警 A 


} 


■不安定な場所、振動のをい場所、 
強度の弱い壁には取り付けない 

石こうボード ‘ALC (軽量気泡コンク IJ - 卜) • 
コンクリートブ□ック•厚さ 2.5 cm じ(下の 
ベニヤ板など ン 

落下により、けびの原因になります。 

禁止 


0 


口 

■ スタンドは ro 止」の表示が上側に 
なるように取り付ける 


〇 



上記外の向さで取り付けると、内部に雨水 
などび入り、乂災•感電の原因になります。 


(次ページにつづく） 
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カメラをドアホン親機に登録する(増設) 


カメラを設置する 
































































カメラを設置ずる（つづき) 


广壁への取り付け例] 

(例）材質び f ルタルやコンク U —卜の場合 


〇取り付け位置にスタンドを合わせる 


@使用するねじ穴(上下各2か所)に 
スタンド取付用ねじを軽くねじ込み、 
壁にしるしを付ける 


0 しるしに合わせて下記のように穴を 
あけ、アンカー(市販品)を差し込む 


ねじ穴 



ねじ穴 


•ねじ穴は7か所あります。 
使いやすい穴を上下2か所ずつ 
(計4か所)固定してください。 
ねじ穴部の壁は薄いので、スタ 
ンド取付用ねじを軽くねじ込む 
とあさます。 


〔スタンド平面図) 


アンカーのサイズに合わせて、 
穴をあける 



コンクリート用ドリル 
タイルの場合はタイル用ドリル 


2. アンカーを差し込む 

(ソフト八ンマーで軽くたたく） 


防水処理（コーキング) 



ソフト八ンマー 



♦壁にあけるド U ルの径の大ささは、購入したアンカーの説明書を参照してください。 
•市販品のアンカーを購入する際は、本機に付属のスタンド取付用ねじ （3 .己 mm X 
25 mm ) に対応していることを確認してください。 

•工事は販売店に依頼されることをお勧めします。壁への穴あけ工事について、当社 
はその責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

•モルタル塗壁の場合は、穴あけにより、ちい壁び落ちることびありますので、注意 
して穴あけをしてください。 
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3 [ AC 100 V 電源線を直結する場合のみ] 


スタンドに電源線を接続ずる電気工事±の資格び必要 



端子台の外側2か所のねじを外し、予備電源ケーブル 
(付属品)を接続ずる 

※丸端モ側を取り付ける 



(付属品） 


© 端モ台に AC100 V電源線を接続する 

1 . 被ふくを7 mm 〜8 mm むく 

(線種：01 .6 および0 2.0 単芯線） 

2. 丸端子（付属品）を取り付ける^ 

5日 mmiU 上 


] 


/mm 〜8 mm 

※電源線の線径に合わせて、丸端子 
(大またはル）をお使いください。 

3. 端子台の内側2か所のねじを外し、 
電源線を確実に接続する 



AC100 V 

電源線 


V 么 -^ J 


r - - N 

AC 100 V電源線が壁露出のとき 

■結線は確実に巧う 

結線び不十分な場合、 
■ ■ 発熱の願になること 


r の、 ソ乂ホホ側し— 


倒して中に 
電源線を通す 

びあります。 

V J 


ツメ 


(次ページにつづく) 


カメラを設置する 


が 






























































































カメラを設置する（つづき) 


4スタンドカバーを取り付ける 




0センサー節囲調整キャップを外ず 


〇巧さえる 



電源プラグで使用ずる場台 
45ぺージへ 


AC100 V電源線を直結ずる場合 
49ぺージへ 
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フ カバーを 外ず 


参カノ く一を外す際に前面のレンズカノ く一を 
傷つけないよラ、柔らかい巧などを下に 
敷いてから行ってください。 



カバー固定ねじ 


8スイッチを確認して、配線材を接続ずる(外部入力機器がある場合のみ) 


〇 「LED ライト切替スイッチ」、 r 検知前撮りスイッチ」、 
「人感(熱)センサー感度切替スイッチ」の設定を 
確認ずる12ぺージ） 

@ r 外部入力端子」に配線材を接続する 

• 「外部入力端子について」（陪38ページ)に従って 
正しく接続してください。 

♦配線材の抜き差しは、各端子の上にあるボタンを 
ドライバーの先などで巧しなが5行ってください。 


慮風 


ボタン. 

外部入力 
端子 




溝側を奥にして取り付ける 


♦配線材はコードブッシングの下部を 

11111 V麟 


切って通してください。 



電源線、 巧 配線材 



コードブッシング^ rjjjj 



この部分を切り取る1 


• 配線材の線種び「より線」の場合は、棒型圧着端子(市販品)を取り付けてから接続して 
ください。（配線材の隣りどうしびショートしないようにしてください。） 


配線材(より線）棒型圧着端子. 


知 [ 


8 mm 


I 0 1.2 mm 
下 


かしめ部 


(次ページにつづく） 


•配線材先端の< 

むさしろ， 

L 

•1 

1 1 

>1 

1 ^ 

9 mm ^ 


電源プラグで使用ずる場台 


カメラを設置する 


が 




















































































カメラを設置ずる（つづま) 


g 落下防止ワイヤーを取り付け、カバーを取り付ける 

0落下防止ワイヤー(付属品)を取り付ける 

• コードブッシングの溝に通す 

• ワイヤーはワイヤー本体側固定ねじとボスの間にはさんで固定してください。 



ボス 

ワイヤー本体側 
固定ねじ 

(1 本： 3 mm X 8 mm 
付属品） 



コードブッシングの溝 



@カバーを取り付ける 

-ツメを先に入れてから 
カバー固定ねじ （2 本） 
で固定する 


カバー固定ねじ （2 本） 


10カメラを取り付け、角度を調整ずる 

〇裏面のねじが確実に締まっているか確認する 


ねじ 


@雲台よりスタンド固定ねじを外す 




46 


雲台 






































0 雲台をカメラに取り付ける 


六角レンチ(付属品) 


© カメラの左ち方向の角度を調整し、六角レンチでねじを締めて確実に固定する 

•モニターしたい位置び映っているか、確認しなびら調整してください。 

六角レンチ 



(次ページにつづく） 
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麻 

①差し込む 

雲台1 




②スタンド固定ねじで 
確実に固定する 


〇締めつけナツトを回してカメラをまつずぐにスタンドに固定ずる 



カメラを設置する 




r ※水平ち向の調整：約+ 90° 













































カメラを設置ずる（つづま) 


〇カメラの上下方向の角度を調整し、六角レンチでねじを締めて確実に固定ずる 

♦モニターしたい位置び映っているか、確認しなびら調整してください。 


《垂直ち向の調整： 

上ち20\下ち50° 

(約] 0°きざみで調整でき 
ます。） 

-上方に20° 上傾けると 
落下防止ワイヤーび壁側 
に取り付けでさません。 



-締めにくいとさは、反対側にさして 
ください。 


〇センサー節囲調整キャップを取り付ける 

-ご希望のセンサー範囲調整キャップを取り付けてください。（腐^己4、己己ページ) 



キャップのつめを溝に 
合わせて入れる 
. 入れる向さをまちびえないで 
ください。 

まちびえると前面カバーび 
取り付けられません。 


〇前面カバーを取り付ける 
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o 落下防止ワイヤーを壁面に確実に固定ずる 

-壁面の材質がモルタルやコンクリートの場合は、アンカーを使用し、確実に固定して 
ください。 （11^42 ぺージ） 




11電源プラグをコンセント (AC1 00 V)に差し込む 


AC100 V電源線を直結ずる場台 


フカメラに電源線を接続ずる產気工事±の資格び必要 

♦カバーを外す際に前面のレンズカバーを傷つけないよラ、柔らかい巧などを下に敷いてから 
行ってください。 




5 



i 
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カメラを設置する（つづき) 


0スイッチを確認して、酉己線材を接続ずる(外部入力機器びある場合のみ) 


〇 

@ 




• 配線材の線種び「より線」の場合は、棒型圧着端子(市販品)を取り付けてから接続して 
ください。（配線材の隣りどうしびショートしないようにしてください。） 


配線材(より線）棒型圧着端テ^ A ^^ 

^ L ——^ 

8 m 

かしめ部 
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カバーを取り付ける 



カメラを取り付け、角度を調整ずる 

〇裏面のねじが確実に締まっているか確認ずる 



(次ページにつづく） 
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カメラを設置ずる（つづま) 



〇締めつけナツトを回してカメラをまつずぐにスタンドに固定ずる 



© カメラの左ち方向の角度を調整し、六角レンチでねじを締めて確実に固定する 

•モニターしたい位置び映っているか、確認しなびら調整してください。 

六角レンチ 







の®の 
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※水平ち向の調整：約± 90 ° 













































o カメラの上下方向の角度を調整し、六角レンチでねじを締めて確実に固定ずる 

♦モニターしたい位置び映っているか、確認しなびら調整してください。 



-締めにくいとさは、反対側にさして 
ください。 


〇センサー節囲調整キャップを取り付ける 

-ご希望のセンサー範囲調整キャップを取り付けてください。日4、日日ページ) 



キャップのつめを溝に 
合わせて入れる 
-入れる向さをまちびえないで 
ください。 

まちびえると前面カバーび 
取り付けられません。 


〇前面 カバーを 取り付ける 



•スタンドにぶらさびったり、カメラ m 外のものを固定しないでください。 





























人感(熱)センサーの巧知節囲を調整ずる 

人感(熱)センサーで検知させたくない場合びあるとさに、付属のセンサー範囲調整キャップを 
使ってじ(下のように検知範囲を調整することびでさます。 

(ただし、カメラ設置場所の周囲温度や環境により検知範囲び変わります。） 

• iu 下の周囲温度による検知範囲は、あくまでわめやすです。 

〔人感センサー感度：標準（陽 S 4 ぺージ)、人感(熱)センサー感度切替スイッチ：低（防12ぺージ） 


のとさの検知範囲です。] 

〔センサー範囲調整丰ヤップ） 



標準 

(お買い上げ時に本体に装着） 


〔周囲温度： 2crc のとき：! 


センヴー検知範囲 


(カメラを上から見たとさ） 


約己 m 



♦カメラから見てち側に隣家の壁または、道路 
などびあり、ち側を検知させたくないとさ 

み 

付属のキャップ]または、キャップ2を下図の 
向さに取り付ける 

《カメラから見て左側を検知させたくないときは、 
キャップ]または、キャップ2を逆向さに 
取り付けてください。 

(この場合、ち記の検知範囲ち逆になります。） 




卵 


キャップ番号の 
表示びあります。 


キャップ] 

(開□幅：約6 mm ) 



キャップ 

2 


キャップ2 
(開□幅：約7 mm ) 


センサー検知範囲 



約己 m 


センヴー検知範囲 



♦カメラから見てち側に隣家、左側に道路などび 
あり、どちらも検知させたくないとさ 

み 

付属のキャップ3を下図のように取り付ける 



キャップ 

3 


センヴー検知範囲 



キャップ3 
(開□幅：中央） 


こ ♦キャップの取り外し•取り付けち剤ま（陪44ぺージの手順5、6、48ぺージの0、〇) 









































〔周囲温度： 0 C のとき） 〔周囲温度： 30 C のとき：! 







人感(熱)センサーの検知範囲を調整する 
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人感(熱)センサーの感度切り替えについて 

ドアホン親機の機能設定「人感センサー感度」とカメラ裏面の人感(熱)センサー感度切替スイッチ 
を変更することにより、じ(下のようにセンサー検知範囲び変わります。 


♦センサー検知範囲は、あくまでもめやすです。 

カメラ設置場所の周囲温度や環境により検知範囲は変わります。 


〔周囲温度： 20 r ： 時：！ 

■ ドアホン親機の機能設定 

人感センサー感度：標準 

カメラ裏面 

人感(熱)センサー感度切替スイッチ：高 

•カメラ設置場所の環境によってセンサーの 
感度を上げないと使用でさないとさに 
設定してください。 

♦この設定にすると、風や撮影範囲外で反応 
しやす < なります。 

■ ドアホン親機の機能設定 

人感センサー感度：標準 

カメラ裏面 

人感(熱)センサー感度切替スイッチ：イ氏 




■ ドアホン親機の機能設定 

人感センサー感度：イ氏 

カメラ裏面 

人感(熱)センサー感度切替スイッチ：高 



■ ドアホン親機の機能設定 

人感センサー感度：低 

カメラ裏面 

人感(熱)センサー感度切替スイッチ：イ氏 
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巧証とアフターサービス(ょくぉ読みくださし、) 



修理-お取り扱い-お手入れ 

などのご相談は… 

まず、お買い上げの販売店へ 

お申し付けください 



■ 保証書(別添付） 

お買い上げ曰-販売店名などの記入を必ず確かめ、 
お買い上げの販売店からお受け取り <ださい。 

よくお読みのあと、保存してください。 

保証期間：お買い上げ曰から本体]年間 


転居や贈答品などでお困りの場合は… 

•修理は、サービス会社•販売会社の 
「修理ご相談窓印へ！ 

参使いかた-お買い物などのお問い合わせは、 
「お客様ご相談センター」へ！ 


■ 補修用性能部品の保有期間 

当社は、このセンサーライト付屋外ワイヤレス 
カメラの補修用性能部品を、製造打ち切り後7年 
保有しています。 

注）補修用性能部品とは、その製品の機能を維持 
するために必要な部品です。 


修理を依頼されるとを 


3日〜32ページの「故障かなと思ったとき」に従ってご確認のあと、直らないときは、まず電源を切って、 
お買い上げの販売店へご連絡ください。 


•保証期間中は、 保証書の規定に従って、出張修理をさせて 
いたださます。 

•保証期間を過ざているときは、 修理すれば使用でさる製品 

については、ご要望により修理させていたださます。 
下記修理料金の仕組みをご参照のうえ、ご相談ください。 

•修理料金の仕組み 

修理料金は、技術料-部品代-出張料などで構成されて 
います。 

時術料 1は、 診断-故障個所の修理および部品交換•調整 • 
修理完了時の点検などの作業にかかる費用です。 

郁品が は、 修理に使用した部品および補助材料代です。 

阳張料 I は、 お客様のご依頼により製品のある場所へ 
技術者を派遣する場合の費用です。 


ご連絡いただきたい内容 

製品名 

センサーライト付屋外 
ワイヤレスカメラ 

品番 

VL - W 811 K 

お買い上げ曰 

年月 曰 

故障の状況 

でさるだけ具体的に 



• 停電などの外部要因により発生 
した損害の補償については、 
当社はその責任を負えない場合 
ちございますので、あらかじめ 
ご了承ください。 


ご相談窓□における個人情報のお取り扱い 

松下電器産業株式会社およびその関係会社は、お客様の個人情報やご相談内容を、ご相談への対応や 
修理、その確認などのために利用し、その記録を残すことびあります。また、個人情報を適切に管理し、 
修理業務などを委託する場合や正当な理由びある場合を除き、第王者に提供しません。お問い合わせは、 
ご相談された窓□にご連絡ください。 


r メールでのお問い合わせ」などはホームページをご活用ください。 
http://panasonic.co.jp/pcc/contact/inquiry/laJndex.html 


修理に関するご相談 

1 使いかた-お買い物などのご相談 

ナショナルパナソニック修理ご相談窓 □ 

ナショナルパナソニックお客様ご相談センター 

諸鑑基因0570 -087-087 

•呼出音の前に NTT より通話料金の目安をお知らせします。 
•携帯電話- PHS • IP 電話等、ナビダイヤルびご利用でさな 
し觸合は、最寄りの修理ご相諭窓口に直接おかけください。 
.最寄りの修理ご相談窓□は、次ページをご覧ください。 

36 已曰/受付 9 時〜 20 時 

電話撕ル函0120 -878-365 

■携帯電話. PHS でのご利用は … 06-6907-1187 

FAX 茄ル函0120 ■878-236 

Help desk for foreign residents in Japan 

Tokyo (03) 3256 - 5444 Osaka (06) 6645 - 8787 

Open : 9:00 -17:30 (closed on Saturdays / Sundays/national holidays ) 


人 

感 
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保証とアフターヴービス (よくお読みくださし、) 


※電話番号をよくお確かめの上、おかけください。 


修理 




^ 0570 - 087-087 


•呼出音の前に NTT より通話料金の目安をお知らせします。 

•携帯電話 • PHS • IP 電話等、ナビダイヤルびご利用できない場合は、最寄りの 
修理ご相談窓□に直接おかけください。 


•地区•時間帯によって、集中修理ご相談窓□に転送させていただく場合びございます。 


札幌 札幌市厚別区厚別南 

帯広 帯広市西20条北 2 T 目 

2 了目1 7-7 

23-3 

巧 (011)894-1251 

巧 (0155)33-8477 

旭川 旭川市2条通1日 T 目 

函館 函館市西ち硬589番地 24] 

1166 

(函館流通卸センター内） 

巧 (0166)22-3011 

巧 (0138)48-6631 


青森 青森市大字ミ兵田字豊田 
364 

巧 (017)775-0326 

秋田 秋田市東通り2了目 1-7 

巧 (018)831 -7833 

岩手盛岡市厨川己 T 目 1-43 

巧 (019)645-61 30 


宮城仙台市宮城野区扇町 
7-4-18 

巧 (022)387-1 117 

山形山形市平清水 1 T 目 1-7 已 

_ 巧 (023)641-81 00 

福島 郡山市亀田 1 T 目己 1-1 己 

巧 (024)991 -9308 


首都 


栃木宇都宮市上戸祭3 了目 
3-19 

巧 (028)689-2555 

君羊馬前橋市箱田町32己-1 

0(027)254-2075 

巧城つくば市筑穂 3 T 目1己-3 

巧 (029)864-8756 

±奇玉 桶り I 市赤堀2了目 4-2 

巧 (048)728-8960 

千莫千葉市中央区末広 5 T 目 
9-5 

巧 (04 ぶ 208-6034 


東京東京都世田谷区宮坂 
2 了目2日-17 

巧 (03)5477-9780 

山梨 甲府市宝1了目 4- 13 

巧 (055)222-51 71 

巧奈川横お市港南区曰野5了目 
3-16 

巧 (045)847-9720 

新漏 新潟市東明 1 T 目 8- 14 

巧 (025 に 86-01 71 


中部 


5JII 金沢市横川 3 T 目20 
巧 (07 が 280-6608 

富山 富山市根塚町1了目 1-4 

_ 巧 (076)424-2549 

福井 福井市問屋町 2 T 目14 

巧 (0776)25-5001 

長里す松本市寿北7了目 3-1] 

巧 (0263)86-9209 

静岡 静岡市莫区千代田 7 T 目 
7-5 

巧 (054 に 87-9000 


愛巧]名ち屋市瑞穂区塩入町 
8-10 

S (052)819-0225 

岐阜岐阜市中謂4了目42 

_ 巧 (05 が 278-6720 

局山 高山市巧岡町 3 T 目82 

0(0577)33-0613 

兰重津市义居野村町字山ネ申 
421 

巧 (05 が 255-1 380 


滋賀栗東市霊仙寺 1 T 目 1-48 

巧 (077)582-5021 

京都京都市伏見区竹田中川原町 
71-4 

巧 (075)646-21 23 

大阪大阪市北区本庄西1了目 
1-7 

巧 (06)6359-6225 


奈良大和郡山市筒井町 
800番地 

巧 (0743)59-2770 

和歌山 和歌山市中島 499-1 

0(073)475-2984 

兵庫神戸市中央区琴ノ緒町 
3 了目2-日 

巧 (07 が 272-6645 


鳥取 鳥取市安長29已 -1 

巧 (0857)26-9695 

米子米子市米原 4 T 目 2-33 

巧 (0859)34-21 29 

松江 松江市平成町182番地 
14 

巧 (0852)23-1 128 

出雲 出雲市渡橋町416 

巧 (0853)21-31 33 


ミ兵田 ミ兵田市下府町 327-93 

巧 (0855 に 2-6629 

岡山 岡山市田中] 38-1 1日 

巧 (08 が 242-6236 

広島 広島市西区南観音8了目 
13-20 

巧 (082 に 95-5011 

山 □ 山口市ル郡下郷220 -] 

巧 (083)973-2720 


_ 

香 jll 高ネ公市勒使町1已 2-2 

巧 (087)868-6388 

徳島 徳島市沖お 2 T 目36 

巧 (088)624-0253 


高巧]高知市仲田町 2-1 日 

巧 (088)834-31 42 

愛媛愛媛県伊予郡お部町八倉 
7己-] 

巧 (089)905-7544 


福岡 香日市春日公園3了目48 

巧 (092)593-9036 

佐賀佐賀市鍋島町大字 
八戸字上深町3044 

0(0952)26-9151 

長崎 長崎市東町1949-] 

巧 (095)830-1 658 

大分 大分市秋原 4 T 目 8-3 已 

巧 (097)556-381 5 

宮崎宮崎市本郷北方字草葉 
2099 -2 

巧 (0985)63-1 213 


熊本市健軍本町 12-3 

巧 (096)367-6067 

天草 本渡市港町 18-1] 

巧 (0969)22-31 25 

鹿巧島 鹿児島市与次郎1了目 
己-33 

巧 (09 が 250-5657 

大島 名瀬市長ミ兵町10 -1 

巧 (0997)53-51 01 



所在地、電話番号び変更になることがありますので、あ5かじめご了承ください。 


0906 
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メモ 
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参本機の製品情報をホームぺージで見ることびできます。 http://panasonic.jp/door/ 

♦ Bluet 日日 th は Bluetooth S に， Inc. の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 
その他、本書に記載の会社名*□ゴ*製品名*ソフトウエア名は、各会社の商標または登録 
商標です。 

パナソニックコミュニケーシヨンズ株式会社 
ホームネットワークカンパニー 

干81 2-8531 福岡市博多区美野島4 T 目]番62号 
© 2006 Panasonic Communications Co., Ltd. All Rights Reserved. 


■■1111111 

種 11 K* 


PFQX2672YA S0906K 1106 


愛情点検 

長年ご使用のセンサーライト付屋外ワイヤレスカメラの点検を！ 

の 

こんな症状 
はありませ 
んか 

•電源を入れてち動かないことびある。 
♦こげ<さい臭いや異常な音、振動び 
する。 

♦電源プラグや コー ドび熱を持って 
いる。 

♦その他の異常や故障びある。 

► 

このような症状の 
ときは、使用を 
中止し、故障や 
事故防止のため、 
電源を切って、 

必ず販売店に点検 
をご相談ください。 


便巧 j メ f (おぼえのため、記入されると便利です) 


■本機は日本国内用です。国外での使用に対するサービスはいたしかねます。 


I This product is designed for use in Japan. 

Panasonic cannot provide service for this product if used outside Japan. 


H * 製盘 


廷哲^;1盘赚 


ホ乂4—^^マる咖夕。 A す过乂^ VL - W 81 




























